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吉 田 町 民 憲 章

　わたくしたちは、美しい駿河湾にのぞむ、豊かな自然に恵まれた、吉田町の町民
であることに誇りを持ち、明るく、活力ある町づくりをめざして、この憲章を定め
ます。

1　水と緑に恵まれた自然を愛し、住みよい町をつくります。

1　心と体をきたえ、健康で安心して暮らせる町をつくります。

1　働くことによろこびをもち、活気あふれる町をつくります。

1　互いに学びあい、教養を深め、高い文化の町をつくります。

1　思いやりをもち、あたたかい心のかよう町をつくります。



　平成28年度から平成35年度までの８年間のまちづくりの指針を定めた第５次の吉田町総合
計画は、「人が集い　未来へはばたく魅力あふれるまち　吉田町」を将来都市像として描い
ております。
　平成23年3月11日に起きた東日本大震災から5年の歳月が経ち、その間に、当町は「失われ
た安全」を取り戻すべく、即座に津波防災まちづくりに着手し、喫緊の課題解消を図るた
め、先行的に津波避難タワーの整備をはじめとする「命を守る対策」を強力に推し進め概ね
達成することができました。今後、この津波防災まちづくりは、1丁目1番地とも言うべき
「財産を守り、生産活動を守る対策」の眼目である防潮堤や多目的広場で構成する海浜回廊
の整備に軸足を移してまいります。そして、津波防災まちづくりの成果を活用した新たな賑
わいと魅力づくりを進めるシーガーデンシティ構想への取組も本格的に始まります。
　また、人口減少をくい止め、地域社会の衰退に歯止めをかけるために平成27年10月に策定
した吉田町まち・ひと・しごと創生総合戦略への取組が始まったばかりでありますので、第5
次吉田町総合計画は、さらに本格化する津波防災対策を含めたシーガーデンシティ構想と地
方創生への取組を着実に進めなければならない大変重要な時期での策定となりました。
　こうした状況から、私は、第5次吉田町総合計画への取組の成否が吉田町の将来を大きく左
右することになるものと考えており、その達成に全力を傾注してまいる所存です。
　結びに、町民の皆さまには、第5次吉田町総合計画の策定に込めた趣旨をご理解賜り、この
計画に基づいて実施される諸事業に対しまして格別なるご支援をお願い申し上げましてあい
さつといたします。

ごあいさつ

吉田町長　
平成28年3月

田 村 典 彦
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第5次吉田町総合計画

総論

これまで、吉田町では、地方自治法の基本構想策定義務の規定を根拠として、10年間
を計画期間とする総合計画を策定しており、平成18年度から平成27年度までの10年間
については、「人と人、心やすらぎ 健康で住みやすいまち 吉田町」を目指すべき将来都
市像として掲げる第4次吉田町総合計画に沿ったまちづくりを進めてきました。

このような中、平成23年に地方自治法が改正され、地方自治体における基本構想策定
義務はなくなりましたが、本町においては、平成24年度から、総合計画、行政評価及び
予算を連動させる「吉田町まちづくりステップアップ行政評価システム」を導入し、よ
り実効性のある計画的な行政運営に努めていることから、総合計画の策定は必須のもの
となっています。

このため、平成27年6月に「吉田町総合計画の策定に関する条例」及び「吉田町総合
計画等審議会条例」を制定し、第4次吉田町総合計画の計画期間が満了した後も、引き続
き総合計画を策定することとしました。したがって、今回策定する第5次吉田町総合計画
は、「吉田町総合計画の策定に関する条例」を根拠とする最初の総合計画になります。

第5次吉田町総合計画は、平成28年度を初年度とし、平成35年度を目標年度とする8
年間の計画になります。この計画期間には、南海トラフ巨大地震への備え、人口減少社
会への対応、多様化する生活様式や価値観への柔軟な対応、加速するＩＣＴ化への適
応、グローバル社会のさらなる進展への対応、基礎自治体としての体力強化など、本町
の行く末に重大な影響を及ぼす課題が山積しています。このような多種多様な課題に対
して、本町は、先を見通して自らの知恵を絞り、決断して、まちがより良い未来に向
かって進むことができるようにしなければならない時期を迎えています。

この難局にあって、確かな目標を定めて、すべての人が同じ方向性を意識して、計画
的により良いまちづくりを進めるため、第5次吉田町総合計画を策定します。

計画策定の趣旨1
第5次吉田町総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」で構成しています。

「基本構想」は、平成28年度（2016年度）を初年度とし、平成35年度（2023年度）を目
標年度とする8年間の計画であり、目指すべき将来都市像や、これを実現するための施策
の大綱などを明らかにしています。
「基本計画」は、「基本構想」を実現するための施策の方向や具体的な施策を定めてい

ます。社会経済情勢などの大きな変化に的確に対応した必要な施策を盛り込んだ計画とす
るため、4年目に見直すこととしており、最初の4年間を前期基本計画、見直し後の残り
の4年間を後期基本計画とします。
「実施計画」は、「基本計画」を実現するための具体的な事業について定めています。

予算に反映できるよう実情に合った実効性のある事業を盛り込むため、計画期間を3年と
し、毎年度策定するものとします。

計画の構成及び期間3

第5次吉田町総合計画は、「吉田町総合計画の策定に関する条例」第3条の規定に基づ
き、町の持続的発展及び住民福祉の向上を図るため、町政運営の基本的かつ総合的な指
針となるものです。

計画策定に当たっては、まちづくりに関する住民意識調査、まちづくりタウンミー
ティング、結婚・妊娠・出産・子育て等に関する意識調査などを実施して、住民の意見
を取り入れたほか、国、県及び関係機関の各種計画との整合を図るとともに、多様な分
野からの委員で構成される吉田町総合計画等審議会において慎重な審議をいただきまし
た。また、この計画は、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」の趣旨を尊重し
て定めた「吉田町人口ビジョン（平成27年10月27日策定）」や、国の「まち・ひと・しご
と創生総合戦略」を勘案しつつ定めた「吉田町まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成

27年10月27日策定）」を包含したものとなっています。

計画の性格2
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基本構想（8年間）
将来都市像
施策の大綱

基本計画（4年間）
施策の方向
具体施策

実施計画（3年間）
具体的な事業

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度

基本構想

前期基本計画 後期基本計画

実施計画 ( 毎年度策定 )
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第5次吉田町総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」で構成しています。

「基本構想」は、平成28年度（2016年度）を初年度とし、平成35年度（2023年度）を目
標年度とする8年間の計画であり、目指すべき将来都市像や、これを実現するための施策
の大綱などを明らかにしています。
「基本計画」は、「基本構想」を実現するための施策の方向や具体的な施策を定めてい

ます。社会経済情勢などの大きな変化に的確に対応した必要な施策を盛り込んだ計画とす
るため、4年目に見直すこととしており、最初の4年間を前期基本計画、見直し後の残り
の4年間を後期基本計画とします。
「実施計画」は、「基本計画」を実現するための具体的な事業について定めています。

予算に反映できるよう実情に合った実効性のある事業を盛り込むため、計画期間を3年と
し、毎年度策定するものとします。

計画の構成及び期間3

第5次吉田町総合計画は、「吉田町総合計画の策定に関する条例」第3条の規定に基づ
き、町の持続的発展及び住民福祉の向上を図るため、町政運営の基本的かつ総合的な指
針となるものです。

計画策定に当たっては、まちづくりに関する住民意識調査、まちづくりタウンミー
ティング、結婚・妊娠・出産・子育て等に関する意識調査などを実施して、住民の意見
を取り入れたほか、国、県及び関係機関の各種計画との整合を図るとともに、多様な分
野からの委員で構成される吉田町総合計画等審議会において慎重な審議をいただきまし
た。また、この計画は、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」の趣旨を尊重し
て定めた「吉田町人口ビジョン（平成27年10月27日策定）」や、国の「まち・ひと・しご
と創生総合戦略」を勘案しつつ定めた「吉田町まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成

27年10月27日策定）」を包含したものとなっています。

計画の性格2
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本町を取り巻く社会情勢は、昨今大きく変化しております。これからまちづくりを進
めるに当たっては、こうした社会情勢の変化を的確に捉え、適切かつ適時に対応してい
かなければなりません。

本町にとって、対応すべき主な変化を具体的に挙げてみます。
まず、南海トラフ巨大地震や局地的豪雨などの大規模災害発生の危惧が挙げられま

す。東日本大震災や度重なる局地的豪雨の発生により、大規模災害の影響をより克明に
予測できるようになっていることから、これらの教訓を生かして十分な備えをする必要
があります。

また、わが国では、急激に少子高齢化が進み、過去に経験をしたことがない人口減少
社会が到来しています。人口減少社会は、これまでの社会構造を根本から見直さなけれ
ばならない状況を生み出し、ライフスタイルの多様化や地球環境保全意識の高まりなど
と相まって、人々の価値観を大きく変えつつあります。

そのほか、環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ※）など、国内外ともに様々な大き
な変化が生まれています。

時代の潮流4

※ Trans-Pacific Strategic Economic Partnership Agreement の略
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計画の目標年次である平成35年（2023年）の吉田町の人口は29,100人、世帯数は
11,200世帯と想定します。
年齢階層別では、年少人口（15歳未満）が14.8％、生産年齢人口（15歳～64歳）が

58.8％、老年人口（65歳以上）が26.1％を占めるものと想定します。

・平成12年～平成 22年の人口及び世帯数は、国勢調査による実績値。
・平成 27年以降の人口は、「吉田町人口ビジョン」における将来人口の展望値を、国勢調査の人口水準に置換した推計値。
　※国勢調査の人口は、自治体における様々な計画の策定や、施策の実施の際の基礎資料として活用される最も重要な指標
　となります。そのため、「第 5次吉田町総合計画」では、住民基本台帳を基に推計した「吉田町人口ビジョン」における将
　来人口の展望値を、国勢調査の人口に置換したものを採用しました。
・平成 27年～平成 35年の世帯数は、上記の将来人口を、将来の 1世帯あたり人口推計値で除して算出。

・平成 12年～平成 22年の就業者数は、国勢調査による実績値。
・平成 27年以降の就業者数は、実績値と前ページの将来人口を加味して算出した推計値。

将来フレーム

第2編
第5次吉田町総合計画

基本構想

1
人口・世帯数

平成35年（2023年）の吉田町の就業人口は15,120人と想定します。
産業別では、第1次産業が430人（2.9％）、第2次産業が7,040人（46.6％）、第3次産業が

7,650人（50.6％）と想定します。

就業者数

第5次吉田町総合計画　基本構想
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15,806 15,762 15,740 15,630 15,530 15,420 15,310 15,210 15,180 15,150 15,120

第３次産業

第２次産業

第１次産業
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本町は、駿河湾や大井川などの雄大な自然がもたらす恵みを享受しながら、先人たち
のたゆまぬ努力によって、人と人との交流を深め、文化を育み、産業を根付かせ、豊か
で勢いのあるまちとして今日まで発展を遂げてきました。

このような中で、現在、少子高齢・人口減少社会の本格的到来をはじめとする幾多の
新たな課題が顕在化しており、本町を取り巻く社会経済情勢は大きく変化しています。

その課題の中でも、とりわけ、平成23年3月に発生した東日本大震災による津波被害
への危惧は深刻で、沿岸域に位置する平坦な地形が特徴の本町に、津波災害に対する早
急な対策の必要性を突き付け、また、これを一因とする同年8月からの人口減少も相
まって、本町のまちづくりは、今までにない大きな変革期を迎えています。

このため、本町は、これまでの様々な施策に加え、平成23年度から、誰もが安心でき
る新たな安全を構築するため、「津波防災まちづくり」に取り組んでいます。また同時
に、この取組と賑わいづくりを一体的に進める「シーガーデンシティ構想」の実現にも
着手しました。

第5次吉田町総合計画では、この取組を継続し、新たな確固たる安全を構築しつつ、
これまで培ってきた歴史や文化の継承を図り、さらには、次代を担う人づくりに努める
とともに、輝く未来につながるまちの魅力を創出しながら、人と人が相和して心豊かに
暮らすことができる、さらに豊かで勢いのあるまちにすることを目指します。

今後、こうした意識を持って次代につながるまちづくりを進めることとし、本計画に
おける将来都市像を「人が集い 未来へはばたく魅力あふれるまち 吉田町」とします。

将来都市像・まちづくりの基本理念2
将来都市像

将来都市像の実現に向けたまちづくりを進めるに当たり、その根幹的な考え方となるまちづ
くりの基本理念を、次のように定めます。

津波をはじめとする自然災害や事故・犯罪などの危害から守られているとともに、人々の優
しさと健やかさに満ち溢れていて、不安なく住み続けることのできるまちづくりを進めます。

まちづくりの基本理念

人が集い 未来へはばたく

魅力あふれるまち 吉田町 基本理念 1

安全で安心して住み続けることのできるまちづくり

人々の多様な価値観やニーズに対応した魅力的な取組により、生活者や来訪者が増加すると
ともに、多様な交流や活発な経済活動により、賑わいが生まれ、活力がみなぎるまちづくりを
進めます。

基本理念 2

賑わいが生まれ、活力がみなぎるまちづくり

誰もが郷土の歴史・文化を学び、高い教養を身につけることにより豊かな心を育み、先人か
ら受け継いだ愛する郷土を守るとともに、次代に継承していくまちづくりを進めます。

基本理念 3

豊かな心を育み、愛する郷土を守り、次代につなげるまちづくり

第 5 次 吉 田 町 総 合 計 画 　 基 本 構 想第2編第5次吉田町総合計画 基 本 構 想
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本町は、駿河湾や大井川などの雄大な自然がもたらす恵みを享受しながら、先人たち
のたゆまぬ努力によって、人と人との交流を深め、文化を育み、産業を根付かせ、豊か
で勢いのあるまちとして今日まで発展を遂げてきました。

このような中で、現在、少子高齢・人口減少社会の本格的到来をはじめとする幾多の
新たな課題が顕在化しており、本町を取り巻く社会経済情勢は大きく変化しています。

その課題の中でも、とりわけ、平成23年3月に発生した東日本大震災による津波被害
への危惧は深刻で、沿岸域に位置する平坦な地形が特徴の本町に、津波災害に対する早
急な対策の必要性を突き付け、また、これを一因とする同年8月からの人口減少も相
まって、本町のまちづくりは、今までにない大きな変革期を迎えています。

このため、本町は、これまでの様々な施策に加え、平成23年度から、誰もが安心でき
る新たな安全を構築するため、「津波防災まちづくり」に取り組んでいます。また同時
に、この取組と賑わいづくりを一体的に進める「シーガーデンシティ構想」の実現にも
着手しました。

第5次吉田町総合計画では、この取組を継続し、新たな確固たる安全を構築しつつ、
これまで培ってきた歴史や文化の継承を図り、さらには、次代を担う人づくりに努める
とともに、輝く未来につながるまちの魅力を創出しながら、人と人が相和して心豊かに
暮らすことができる、さらに豊かで勢いのあるまちにすることを目指します。

今後、こうした意識を持って次代につながるまちづくりを進めることとし、本計画に
おける将来都市像を「人が集い 未来へはばたく魅力あふれるまち 吉田町」とします。

将来都市像・まちづくりの基本理念2
将来都市像

将来都市像の実現に向けたまちづくりを進めるに当たり、その根幹的な考え方となるまちづ
くりの基本理念を、次のように定めます。

津波をはじめとする自然災害や事故・犯罪などの危害から守られているとともに、人々の優
しさと健やかさに満ち溢れていて、不安なく住み続けることのできるまちづくりを進めます。

まちづくりの基本理念

人が集い 未来へはばたく

魅力あふれるまち 吉田町 基本理念 1

安全で安心して住み続けることのできるまちづくり

人々の多様な価値観やニーズに対応した魅力的な取組により、生活者や来訪者が増加すると
ともに、多様な交流や活発な経済活動により、賑わいが生まれ、活力がみなぎるまちづくりを
進めます。

基本理念 2

賑わいが生まれ、活力がみなぎるまちづくり

誰もが郷土の歴史・文化を学び、高い教養を身につけることにより豊かな心を育み、先人か
ら受け継いだ愛する郷土を守るとともに、次代に継承していくまちづくりを進めます。

基本理念 3

豊かな心を育み、愛する郷土を守り、次代につなげるまちづくり

第 5 次 吉 田 町 総 合 計 画 　 基 本 構 想第2編第5次吉田町総合計画 基 本 構 想
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確固たる安全の下、「子育て」「教育」「健康づくり」といった「支える安心」を提
供するため、喫緊の課題である「津波防災まちづくり」を進めます。

施策の大綱3

津波災害対策を推進する

発生が予想される南海トラフ巨大地震、さらには近年多発する局地的な豪雨や台風
などの自然災害への対策として、耐震対策、治山治水対策などを進め、地域防災力の
向上に努めます。

地域防災力を高める

住民が不安なく日々の暮らしを営めるために、防火・防犯、交通安全などへの対策
を充実し、安全・安心に暮らせる環境を創出します。

安全・安心に暮らせる環境を創出する

第１章　　

少子高齢化の進行、ライフスタイルの変化など、町を取り巻く環境が大きく変化する
中、本町において誰もが健やかに暮らせる環境を創出するため、住民一人ひとりが主体
的な健康づくりに取り組むことを基本とし、各ライフステージにあった健康づくり・食
育を地域、学校、医療機関、職域、行政等の連携協働により推進します。
また、住民が安心して地域で医療サービスを受けることができるよう、地域医療機関

との連携を強化し、医療体制の充実に努めます。

誰もが健やかに暮らせる環境を創出する

少子化の流れに歯止めを掛けるため、安心と思いやりに満ちた地域の中で、子ども
を持ちたいとするそれぞれの希望がかなえられ、温かい家庭を育むことができるよ
う、安心して出産・子育てができる環境を創出します。

安心して出産・子育てができる環境を創出する

住み慣れた地域で障害の有無や年齢に関係なく、個人が尊重され、いきいきと暮ら
せる「支えあい、ともに暮らせるまち」の実現に向け、地域福祉の普及啓発により地
域での支えあい活動を推進するとともに、支援を必要とする人が適切にサービスを利
用できるよう、サービスの提供体制の充実を図り、誰もがいきいきと暮らせる環境を
創出します。

誰もがいきいきと暮らせる環境を創出する

第 2章　　誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくり災害に強く安全・安心に暮らせるまちづくり

第5次吉田町総合計画　基本構想第2編第5次吉田町総合計画 基本構想
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確固たる安全の下、「子育て」「教育」「健康づくり」といった「支える安心」を提
供するため、喫緊の課題である「津波防災まちづくり」を進めます。

施策の大綱3

津波災害対策を推進する

発生が予想される南海トラフ巨大地震、さらには近年多発する局地的な豪雨や台風
などの自然災害への対策として、耐震対策、治山治水対策などを進め、地域防災力の
向上に努めます。

地域防災力を高める

住民が不安なく日々の暮らしを営めるために、防火・防犯、交通安全などへの対策
を充実し、安全・安心に暮らせる環境を創出します。

安全・安心に暮らせる環境を創出する

第１章　　

少子高齢化の進行、ライフスタイルの変化など、町を取り巻く環境が大きく変化する
中、本町において誰もが健やかに暮らせる環境を創出するため、住民一人ひとりが主体
的な健康づくりに取り組むことを基本とし、各ライフステージにあった健康づくり・食
育を地域、学校、医療機関、職域、行政等の連携協働により推進します。
また、住民が安心して地域で医療サービスを受けることができるよう、地域医療機関
との連携を強化し、医療体制の充実に努めます。

誰もが健やかに暮らせる環境を創出する

少子化の流れに歯止めを掛けるため、安心と思いやりに満ちた地域の中で、子ども
を持ちたいとするそれぞれの希望がかなえられ、温かい家庭を育むことができるよ
う、安心して出産・子育てができる環境を創出します。

安心して出産・子育てができる環境を創出する

住み慣れた地域で障害の有無や年齢に関係なく、個人が尊重され、いきいきと暮ら
せる「支えあい、ともに暮らせるまち」の実現に向け、地域福祉の普及啓発により地
域での支えあい活動を推進するとともに、支援を必要とする人が適切にサービスを利
用できるよう、サービスの提供体制の充実を図り、誰もがいきいきと暮らせる環境を
創出します。

誰もがいきいきと暮らせる環境を創出する

第 2章　　誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくり災害に強く安全・安心に暮らせるまちづくり

第5次吉田町総合計画　基本構想第2編第5次吉田町総合計画 基本構想
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第5次吉田町総合計画　基本構想

先人が築き、地域に根付かせてきたまちの活力の源である農業・水産業・商業・工
業・観光の各産業をさらに発展させるため、経営の安定化や人材育成などによる基盤
強化を促進するとともに、高付加価値化や新技術の導入など創意工夫に満ちた意欲的
な取組を支援します。

地域に根付く産業を育成・支援する

経済の活力が高まり、人が集う魅力あるまちとするため、若者にとって魅力のある
企業や本町の環境に適した研究開発型企業や技術先端企業等の誘致を進めます。
また、創業支援体制を構築し、町内における創業促進を図るなど、まちの新たな活
力となる取組を育成・支援します。

経済の活力を高める新たな産業を創出する

地元企業の人材確保と求職者の就職活動を支援することにより、雇用の拡大と安定
化に努めるとともに、関係機関と連携を取りながら勤労者の福利厚生や余暇利用など
を推進します。
また、必要な情報の提供を通じて労働環境の向上を図り、就業対策を充実します。

魅力ある雇用・就業環境を創出する

第 3章　　活力あふれる産業振興のまちづくり

施策の大綱3

地域の自然環境や景観に配慮しながら、均衡ある発展を図るため、計画的な土地利用
を推進します。
また、住みやすい居住空間を実現するために、土地区画整理事業を推進するほか、民

間の秩序ある宅地開発を誘導することにより、地域の特性に応じた良好な住環境を創出
します。

良好な住環境を保全・創出する

誰もが安全で円滑な移動ができるよう、幹線道路や生活道路の整備を図るととも
に、適切な維持管理を行うことにより、安全な道路環境を創出します。
また、住民の日常生活における利便性を確保するため、行政、交通事業者、地域住

民などの連携の下、公共交通体系を検討し、住民が安心して移動できる生活交通環境
を創出します。

安全で利便性の高い交通環境を創出する

地域において新たな賑わいが創出されるよう、世代を超えた交流や異なる文化との
共生を推進し、コミュニティの活性化を図ります。
また、国内外の他都市との交流を推進するとともに、本町を訪れた人々がまちや人

の動きを瞬時に感じ取れるような「おもてなし」の心で情報発信を行うことにより、
たくさんの来訪者で賑わうまちの実現に取り組みます。

新たな賑わいが創出される交流を促進する

第 4章　　魅力あふれる多様な交流を生むまちづくり

第2編第5次吉田町総合計画 基本構想
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第5次吉田町総合計画　基本構想

先人が築き、地域に根付かせてきたまちの活力の源である農業・水産業・商業・工
業・観光の各産業をさらに発展させるため、経営の安定化や人材育成などによる基盤
強化を促進するとともに、高付加価値化や新技術の導入など創意工夫に満ちた意欲的
な取組を支援します。

地域に根付く産業を育成・支援する

経済の活力が高まり、人が集う魅力あるまちとするため、若者にとって魅力のある
企業や本町の環境に適した研究開発型企業や技術先端企業等の誘致を進めます。
また、創業支援体制を構築し、町内における創業促進を図るなど、まちの新たな活

力となる取組を育成・支援します。

経済の活力を高める新たな産業を創出する

地元企業の人材確保と求職者の就職活動を支援することにより、雇用の拡大と安定
化に努めるとともに、関係機関と連携を取りながら勤労者の福利厚生や余暇利用など
を推進します。
また、必要な情報の提供を通じて労働環境の向上を図り、就業対策を充実します。

魅力ある雇用・就業環境を創出する

第 3章　　活力あふれる産業振興のまちづくり

施策の大綱3

地域の自然環境や景観に配慮しながら、均衡ある発展を図るため、計画的な土地利用
を推進します。
また、住みやすい居住空間を実現するために、土地区画整理事業を推進するほか、民
間の秩序ある宅地開発を誘導することにより、地域の特性に応じた良好な住環境を創出
します。

良好な住環境を保全・創出する

誰もが安全で円滑な移動ができるよう、幹線道路や生活道路の整備を図るととも
に、適切な維持管理を行うことにより、安全な道路環境を創出します。
また、住民の日常生活における利便性を確保するため、行政、交通事業者、地域住
民などの連携の下、公共交通体系を検討し、住民が安心して移動できる生活交通環境
を創出します。

安全で利便性の高い交通環境を創出する

地域において新たな賑わいが創出されるよう、世代を超えた交流や異なる文化との
共生を推進し、コミュニティの活性化を図ります。
また、国内外の他都市との交流を推進するとともに、本町を訪れた人々がまちや人
の動きを瞬時に感じ取れるような「おもてなし」の心で情報発信を行うことにより、
たくさんの来訪者で賑わうまちの実現に取り組みます。

新たな賑わいが創出される交流を促進する

第 4章　　魅力あふれる多様な交流を生むまちづくり

第2編第5次吉田町総合計画 基本構想
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第5次吉田町総合計画　基本構想

施策の大綱3

次代を担い、たくましく社会を生き抜くことができる幅広い知識と深い教養を持つ
人を育むため、子どもたちへの「確かな学力」の定着を図るとともに、一人ひとりの
個性と発達段階に応じたきめ細やかな教育を推進します。
また、生涯を通じて心身の健康を保ち、自己実現が図られるよう、多様なニーズに
応じた生涯学習活動の場を提供します。

次代を担い、社会を生き抜く力を持つ人づくりを進める

心豊かな人を育むため、愛する郷土に築かれた伝統や文化を学び、継承する機会を
創出します。

地域の歴史・文化を継承し、心豊かな人を育む活動を推進する

たくましく成長し続ける資質を兼ね備えた人材を育むため、多種多様なスポーツ・
レクリエーション活動の場の提供に努めるとともに、スポーツ・レクリエーションが
生活の一部として定着するよう普及啓発に努めます。

心身の健康を保ち、向上心を育む活動を推進する

第 5章　　次代を担う心豊かな人を育むまちづくり

やすらぎと住みやすさを与えてくれる本町の豊かな自然環境を保全するため、保全活
動や環境学習などを通じて住民の意識向上を図ります。

豊かな自然環境を保全する

暮らしに欠かせない水道水の安定供給を維持するとともに、水源の確保と監視を強
化し、飲料水のより一層の質の向上と安全の確保に努め、健全かつ安定的な事業運営
を推進します。
地震災害やその他の災害等が発生しても、被災を最小限にとどめ、迅速に復旧でき

るしなやかな水道の整備を推進します。
また、豊富な水資源の活用と良好な生活環境の創出に向けて水質を保全するため、

地域の実情に応じた汚水対策を進めます。

水資源を活用する

地球温暖化を防止し、地球環境を保全するため、行政、住民、企業などが連携して
意識の高揚を図るとともに、体制づくりに取り組み、ごみの減量化や再資源化を進
め、地球にやさしい循環型社会の実現に努めます。

地球にやさしい循環型社会を実現する

第 6章　　豊かな自然と共生するまちづくり

第2編第5次吉田町総合計画 基本構想
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第5次吉田町総合計画　基本構想

施策の大綱3

次代を担い、たくましく社会を生き抜くことができる幅広い知識と深い教養を持つ
人を育むため、子どもたちへの「確かな学力」の定着を図るとともに、一人ひとりの
個性と発達段階に応じたきめ細やかな教育を推進します。
また、生涯を通じて心身の健康を保ち、自己実現が図られるよう、多様なニーズに

応じた生涯学習活動の場を提供します。

次代を担い、社会を生き抜く力を持つ人づくりを進める

心豊かな人を育むため、愛する郷土に築かれた伝統や文化を学び、継承する機会を
創出します。

地域の歴史・文化を継承し、心豊かな人を育む活動を推進する

たくましく成長し続ける資質を兼ね備えた人材を育むため、多種多様なスポーツ・
レクリエーション活動の場の提供に努めるとともに、スポーツ・レクリエーションが
生活の一部として定着するよう普及啓発に努めます。

心身の健康を保ち、向上心を育む活動を推進する

第 5章　　次代を担う心豊かな人を育むまちづくり

やすらぎと住みやすさを与えてくれる本町の豊かな自然環境を保全するため、保全活
動や環境学習などを通じて住民の意識向上を図ります。

豊かな自然環境を保全する

暮らしに欠かせない水道水の安定供給を維持するとともに、水源の確保と監視を強
化し、飲料水のより一層の質の向上と安全の確保に努め、健全かつ安定的な事業運営
を推進します。
地震災害やその他の災害等が発生しても、被災を最小限にとどめ、迅速に復旧でき
るしなやかな水道の整備を推進します。
また、豊富な水資源の活用と良好な生活環境の創出に向けて水質を保全するため、
地域の実情に応じた汚水対策を進めます。

水資源を活用する

地球温暖化を防止し、地球環境を保全するため、行政、住民、企業などが連携して
意識の高揚を図るとともに、体制づくりに取り組み、ごみの減量化や再資源化を進
め、地球にやさしい循環型社会の実現に努めます。

地球にやさしい循環型社会を実現する

第 6章　　豊かな自然と共生するまちづくり

第2編第5次吉田町総合計画 基本構想
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第5次吉田町総合計画　基本構想

施策の大綱3

行政サービスを提供するに当たり、適正で確実な事務処理を徹底するとともに、社会
経済情勢の変化や多様化するニーズに柔軟・迅速に対応するため、吉田町ステップアッ
プ行政評価システムによる行政評価に基づく事務事業の改善や職員の政策立案能力の向
上に努め、健全で自立した持続可能な運営を目指し、生産性、効率性、公平性を確保し
た行財政運営を推進します。
また、高度情報化社会への対応を図るため、情報セキュリティの確保に充分留意しな
がら、情報通信技術を活用し、電子申請をはじめとした各種行政サービスの提供に努め
ます。

適正かつ効率的な行財政運営を推進する

「役場はサービス業」の精神に基づき、「お客様＝住民の皆様」の目線に立ち、住民
の都合に合わせた行政サービスの提供に心掛け、住民に信頼され、喜ばれる役場づくり
を目指します。
各種広報活動や情報公開制度の適切な運用により、行政情報の積極的な提供を行うと
ともに、的確な住民ニーズの把握に基づく住民本位の行政を推進します。

住民本位の行政を推進する

行政と住民が協働により、愛する郷土を守り、次代につなげていくため、住民がまち
づくりに積極的に参加できる環境づくりに努めるとともに、ＮＰＯ、ボランティアなど
の各種団体との協働体制の構築に努めます。

住民参画を推進する

性別、年齢、障害の有無といった個々人の属性や置かれた状況に関わらず、一人ひと
りが自立し、お互いの人権を尊重しあい、誰もが個性と能力を充分発揮できるまちづく
りを推進するとともに、住民相互の連帯の中で、ともに輝ける社会を実現します。

誰もが輝ける社会を実現する

第 7章　　行政と住民が一体となって取り組むまちづくり 限られた貴重な資源である土地は、地域社会を成立させている共通の基盤であり、地
域の発展、住民の生活に深い関わりを持つものです。
そのため、本町の土地利用は、地域の自然的、社会的、経済的及び文化的諸条件に配

慮し、公共の福祉を優先しながらも、自然環境の保全と調和、健康で文化的な生活環境
の確保、産業の振興等地域の均衡ある発展を図ることを基本理念として次のような点を
考慮し、総合的かつ計画的に行うものとします。

本町は、駿河湾、一級河川大井川等の自然に囲まれており、さらに富士山を望む小山
城や西部に広がる吉田田んぼ、茶畑の広がる丘陵地帯等の自然資源や、歴史文化資源が
豊富です。都市的土地利用の推進に当たっては、これらが織りなす美しい景観と環境の
保全・活用に配慮していきます。

土地利用の構想4

自然環境と美しい景観の保全に配慮した土地利用の推進1

地震や津波、土砂災害や水害等の自然災害から住民の暮らしを守ることは、豊かな生
活を確保するための基礎であることから、災害に強いまちづくりを目指した土地利用の
誘導を図るととともに、安全性を重視した社会基盤の整備を推進していきます。

安全で安心できる土地利用の推進2

本町は、農業・水産業・商業・工業の各産業分野がそれぞれ発展しており、住民の重
要な生活基盤となっています。また、商業については、大型店舗の立地が進んでおり、
今後も進出が予想されることから、産業振興を考慮した土地利用を推進していきます。

活力ある産業振興を図る土地利用の推進3

本町の土地利用については、長期的な視点に立ち、主要幹線道路の整備と整合を図り
ながら進めるとともに、隣接市と連携を図った広域的土地利用を推進していきます。

長期的・広域的視点に立った土地利用の形成4

土地は、地域社会の基盤を成す住民共有の財産であり、その利用は住民の理解の下
に、合理性・計画性をもって進める必要があり、地域コミュニティを活用した住民参加
型のまちづくりが求められています。
このため、土地利用に関する住民への啓発活動を積極的に進めていくとともに、住民

の意見を反映した効果的な土地施策等を検討し、計画的土地利用を推進していきます。

住民の意見を反映した土地利用の推進5
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